








実りの秋はひらつか花アグリへ行こう



　富士山や大山を望む田園風景の中、四季折々の花々や、農業体験などを楽しむことができるエリア・ひらつか花アグリは、金田地区にあります。


　その一画にある金田市民農園マイ菜（さい）ファームで、毎日のように農作業に親しむ日比野さんご夫婦。農園を利用して、3年目になります。旦那さんの英雄さんは「農作業は、生活の一部なんですよ」と話します。また奥さんの芳枝さんは「利用者同士の交流も楽しみの一つです」と笑います。


　ひらつか花アグリでは10月6日（土）から、市制施行80周記念市民感謝ウィークを開催します。




詳しくは次ページへ








[image: 秋をまるごと体感しよう3年目を迎えたひらつか花アグリを紹介]


　花や緑に触れ合い、農業を体験できるエリア・ひらつか花アグリ――。


今年で、3年目を迎えました。


　エリア内には「花菜（かな）ガーデン」「大型農産物直売所あさつゆ広場」「農の体験・交流館」「金田市民農園マイ菜（さい）ファーム（表紙写真）」「湘南いちご狩りセンター」など、1年を通して楽しめる施設が数多くあります。


　学んで、触れて、買って、食べてを体験できる、秋のひらつか花アグリのお薦めポイントを紹介します。


問：農水産課　電話：0463-35-8102






[image: ひらつか花アグリマップ]






花菜ガーデン　花を楽しみ、農を学ぶ
〒259-1215寺田縄496-1　電話：0463-73-6170（午前9時～午後5時。11月～2月は午後4時まで）



　花菜ガーデンの愛称で親しまれる花と緑のふれあいセンターは、ひらつか花アグリの中核的施設です。季節の花々を楽しんだり、農業を学んだりできます。


　園内は、フラワーゾーン・アグリゾーン・めぐみの研究棟ゾーンの3つのゾーンに分かれています。


　アグリゾーンにある畑では、小学生を対象にした農業体験学習などもしています。


[image: 花菜ガーデン]


秋の見どころ


　「これから開花時期を迎える秋バラがお薦めです。園内では、約990品種・1400本のバラが見られます」と話す、佐久間浩園長。花菜ガーデンは、関東有数のバラの品種数を誇っています。


　佐久間園長は「秋は気温が下がり、バラの色合いが濃くなります。淡い色が多い春バラとは違った色合いを楽しめるのではないでしょうか」と秋バラの魅力を教えてくれました。特に、オレンジ色をした花菜ガーデンのシンボルローズ・花菜ローズを見てほしいとのこと。「10月6日から始まる市民感謝ウィークでは、開花間もないバラを楽しむことができますよ」。


　開園して、3年目を迎えた花菜ガーデン。佐久間園長は「今後もバラの品種や本数を増やして、来園者に楽しんでもらいたい」と意気込みを語ります。



[image: 佐久間 園長]

花菜ガーデン　佐久間 浩 園長




[image: 秋バラ]

秋バラが、間もなく見頃を迎えます






あさつゆ広場　生産者と消費者の交流の場
〒259-1215寺田縄424-1　電話：0463-59-8304（午前9時～午後6時。11月～2月は午後5時まで）



　あさつゆ広場では、市内の生産者が出荷した安全・安心な農産物を提供しています。


　平塚は、県内一の生産量を誇る米どころ。平成23年産米は7月中に完売してしまいましたが、9月下旬には24年産の新米があさつゆ広場の店頭に並び始めます。幻のサツマイモ「クリマサリ」や、コマツナなど旬の地場産野菜や果物を使ったジェラートも販売しています。


　また平塚沖の相模湾で水揚げされた魚介類や、干物も販売。平塚漁港直送の鮮魚は、お客さんの評判もよく、数に限りがあるため開店と同時に売り切れてしまうこともあります。


　イチゴ狩りシーズンの1月以降は、周辺にある5カ所の農園でイチゴ狩りも楽しめます。あさつゆ広場内に1月上旬～5月上旬ごろ、「湘南いちご狩りセンター」の案内所（電話：090-6709-4051・1月以降の午前9時～午後2時30分）が開設されます。


[image: あさつゆ広場]



ここがお薦め


　「いつでも新鮮な農水産物を買うことができる直売所を目指したい」と話す、あさつゆ広場運営協議会の田代芳光会長。自身も、岡崎地区で鉢花などを生産し、あさつゆ広場に出荷する生産者の一人です。協議会のメンバーには、日頃から、品質の良い農産物を提供していこうと話しているそうです。


　市内外を問わず、農産物の直売所や、スーパーなどが乱立する昨今――。「消費者の選択肢が広がることは良いことですが、その中であさつゆ広場が生き残るためには、いかに品質の良いものを提供し、リピーターを増やしていくかが重要です」と、田代会長は今後の課題を分析します。また「これから先も安定した売り上げを継続することが大事」とも付け加えます。


　「秋の市民感謝ウィークや収穫祭では、新米や秋野菜、果物など、さまざまな農産物が店頭に並びます。生産者が一丸となって、ひらつか花アグリを盛り上げていきたい」と、田代会長は力を込めます。



[image: 田代会長]

あさつゆ広場運営協議会　田代 芳光 会長







農の体験・交流館　集い、交流する農業体験施設
〒259-1215寺田縄457-5　電話：0463-58-5201（午前8時～午後5時。5月～8月は午後6時まで）



　農の体験・交流館は、金田市民農園マイ菜ファームの中にあり、休憩スペースやバリアフリートイレなどを備えた管理・休憩棟があります。


　市民農園の利用者をはじめ、ひらつか花アグリへの来訪者ら、誰もが利用できる施設です。珍しい農作物の栽培方法などを学べる栽培発見区画や、学校・福祉施設などに貸し出している区画もあり、子どもたちの食農教育の場としても活用しています。


　市民向けに、農業講習会なども開催し、野菜の作り方などの相談も受けられます。


[image: 農の体験・交流館]


農業で交流化を


　「市民農園の利用者は、全くの素人からベテランの方までさまざま。楽しく農作業ができるようにサポートするのが、われわれの役目です」と語るのは、市民農園相談員の山村髙治（たかはる）さん。農の体験・交流館には現在、山村さんを含め3人の市民農園相談員がいます。


　山村さんは「家庭菜園にも品格がある」と話します。「例えば、作物に添える支柱の高さや角度がそろっていることは、日光が均等に当たるなど、結果的に良い作物に成長させる上で必要なことです。丁寧に野菜を栽培することは、理にもかなっているのです」と解説します。


　今年も秋に開催する収穫祭では、農の体験・交流館で農産物持ち寄りコンテストや新料理持ち寄りコンテスト、農産物フリーマーケットなど、さまざまなイベントを計画しています。


　「花菜ガーデンの北側を流れる古川排水路沿いの桜や、4月下旬から田んぼを真っ赤に染めるクリムソンクローバー、これから咲くザル菊など、花菜ガーデン以外にも、この地域では花の見どころが数多くあります。富士山を背にした、この景観は何物にも代えがたい」と、その魅力を語る山村さんの話は尽きません。　



[image: 山村さん]

市民農園相談員　山村 髙治さん







キャラクター「あぐりちゃん」がひらつか花アグリをPR



[image: あぐりちゃん]


　市民大学交流委員会と東海大学は2月、ひらつか花アグリの活性化を図るため、平塚産の花や農産物にちなんだキャラクター「あぐりちゃん」を作りました。


　ひらつか花アグリで栽培するイチゴから生まれた妖精です。花柄のスカートは、花菜ガーデンのバラをイメージしています。


◆ガイドマップにも


　同大学の女子学生がひらつか花アグリのお薦めグルメや見どころを紹介するガイドマップ（次）にも、あぐりちゃんが登場し、その魅力を伝えています。


　ガイドマップは、市役所やひらつか花アグリ内の各施設などで配っています。


問：商業観光課　電話：0463-35-8107


[image: ガイドマップ]








野菜作りを学ぼう



　農の体験・交流館では、市民農園相談員による野菜の栽培ポイント講習会を開いています。


　8月25日に開催した秋冬野菜の栽培ポイント講習会には、市民農園の利用者ら28人が参加。ダイコンやハクサイなど、秋冬野菜の作り方などを市民農園相談員から実技を交えて教わりました。


　講習会に参加した松風町に住む男性は「時季に合った野菜の作り方などを分かりやすく説明してもらった。本から得られる知識だけでは、やはり疑問が残ります。実際に市民農園相談員に聞くことで、さまざまな疑問が解消されます」と話していました。


　講習会の参加者は、広報ひらつかなどで募集しています。


問：農の体験・交流館　電話：0463-58-5201（午前8時～午後5時）


[image: 市民農園相談員による野菜の栽培ポイント講習会]


[image: 秋冬野菜の栽培ポイント講習会]








ひらつか 花アグリ　市民感謝ウィークを開催します
10/6（土）～14（日）



[image: 市制80周年ロゴ]


　市制施行80周年にちなんだイベントが盛りだくさんです。


　花菜ガーデンでは、花で作った「80周年ウエルカムボード」が来場者を迎えてくれます。10月14日（日）午前10時から、ウエルカムボードで使った鉢花を先着80人にプレゼントします。


花菜ガーデン


特別優待します


　開催期間中、入園料を100円引きします。


80周年記念メニュー


　レストラン「キッチンHana」では、平塚産の、幻のサツマイモ「クリマサリ」と、サトイモを使ったチキンカレーを限定販売します。


食育や花のイベントも


　10月7日（日）、食がカラダを変える「健康講座」「料理教室」。8日（祝）～13日（土）、平塚花の歴史展示会。11日（木）～13日（土）、バラの一輪挿し手作り花瓶コンテスト出品作品の展示。


あさつゆ広場


　特設コーナーでは、市制施行80周年を記念して、新鮮朝採れ野菜や鉢花、ソフトクリームなどを特別価格の80円で販売します。


　最終日の14日は1000円以上お買い上げの方を対象に、友好都市の岩手県花巻市と岐阜県高山市の農産物を抽選で80人にプレゼントします。


◆写真で見る「平塚農業80年」記念パネル展


　昔の農産物の出荷風景や品評会など、農業にまつわる写真展を開催します。



[image: 稲の掛け干し]

「稲の掛け干し」（昭和35年10月）内海恵次さん撮影







[image: まちの話題写真リポート]



芝生の上でみんなの体操会


　市制施行80周年を記念して、夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が 8月18日、Shonan BMW スタジアム平塚で開かれました。


　この体操会は昭和28年に始まりましたが、平塚市で開催されるのは今回が初めてです。会場には早朝から約3,500人が集まり、元気な声をNHKラジオの生放送で全国に届けました。


[image: 市制80周年ロゴ]


[image: 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会]


[image: 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会]








平和を願う


　市民平和の夕べが8月18日、総合公園の中央大池周辺で開かれました。平和アニメ映画の上映や灯ろう流しが行われ、平和への思いが込められた約650個の灯ろうが大池を温かい光で照らしました。


[image: 灯ろう流し]








縄文人を体験したよ


　体験教室「縄文人になろう」が8月21日に博物館で開かれ、9人の子どもたちが弓矢や火起こしにチャレンジしました。


　参加した四之宮の山田麻里菜ちゃんは「矢を的に当てるのは想像以上に難しいです」と苦戦。「何度も挑戦して、2回続けて当てられたときはうれしかった」と笑顔を見せてくれました。


[image: 弓矢]








色々（いろいろ）あるね土器の模様


　土器の拓本教室が8月7日、寺田縄の埋蔵文化財事務所で開かれました。親子13人が土器の模様の付け方など拓本の方法を学び、市内で発掘された土器について理解を深めました。親子で参加した河内の竹本真那ちゃんは「いろんな模様があって面白い」とにっこり。楽しく取り組んでいました。


[image: 竹本真那ちゃん]








行司、呼出しも本物


　大相撲・高砂部屋の夏合宿が総合公園で開かれました。今年で19回目となります。


　8月25日には、元関脇の朝赤龍や平塚市出身の朝弁慶なども参加して、わんぱく相撲が行われました。本物の呼出しや行司が本番同様の作法で取組を進める中、14人の子どもたちが力士に挑み、観客を沸かせました。


[image: わんぱく相撲]








代表チームのプレーを間近で


　FIFA U-20女子ワールドカップJAPAN2012に出場したニュージーランド代表が、8月10日～15日に平塚で事前キャンプをしました。Shonan BMW スタジアム平塚などで練習し、神奈川大学と練習試合もしました。また、小学生を対象にしたサッカー教室（次写真）や、山城中学校を訪問し生徒と今大会のシンボルである折り鶴を作るなど、市民とも交流を深めました。


　大会では"ヤングなでしこ"と対戦し、2対2で引き分けるなど健闘しましたが、残念ながら1勝1敗1分で予選リーグで敗退してしまいました。


[image: 小学生を対象にしたサッカー教室]


[image: 動画を見る]








市長こらむ


市役所の経営改革



　自治体を持続させるには、変化、改革、成長を続けなければなりません。そのためには、外部の視点を取り入れ、事業を見つめ直し、今後の方向性を考える機会が必要です。そこで、政策シンクタンク「構想日本」にお願いして、本市では初めての事業仕分けを実施しました。


　傍聴者は238人で他の自治体と比べても多く、市民の皆さんの関心の高さがうかがわれました。判定結果などは5面のとおりです。今回対象とした20事業については判定結果を精査して、来年度の予算案に反映させます。


　仕分け作業を通して、仕分け人から「事業に対する職員の思いが伝わってこない」「見直しや改善のスピードが遅い」など、厳しい指摘を受けました。職員はまじめに一生懸命、働いていますが、「こうした議論に慣れていない」「もっと熱い思いと自信を持ち、現場での実体験を踏まえて反論してほしい」と感じる場面もありました。


　職員が問題意識を高め、事業の見直しに挑んでいくためには、まず市長である私が責任を持ち、現場の声をしっかりと認識し、市役所をより行動力のある組織に変えていかなければなりません。今後は、今回の経験を生かし、「生活者の視点・外からの視点」を踏まえて、全ての事業の在り方を精査していきたいと考えています。


　社会経済情勢が厳しさを増す中、私の使命は、これからの地域社会を築き、未来を担う子どもたちが確かな夢を持てる平塚にしていくことであると考えています。その実現を目指して職員と思いをぶつけ合い、スピード感を持って「市役所の経営改革」を進めてまいります。


[image: 事業仕分け]


平塚市長


[image: 落合克宏]








平塚の旬



　キュウリはカリウムを含み、むくみの解消に効果的です。


問：農水産課　電話：0463-35-8103


[image: キュウリ]








9月納期の市税・手数料



①固定資産税（第3期）


②国民健康保険税（第4期）


③後期高齢者医療保険料（第3期）


④介護保険料（第4期）


⑤清掃し尿従量手数料（第6期）


⑥清掃し尿ごみ定額手数料（第2期）


納期最終日　10月1日(月)


問：①市税総務課　電話：0463-21-8769


　　②保険年金課　電話：0463-21-8775


　　③保険年金課　電話：0463-21-9768


　　④介護保険課　電話：0463-21-8790


　⑤⑥環境業務課　電話：0463-21-8796






湘南バンクへ行こう



湘南ミルキーウェイレース


　前節は、ガールズケイリンもあります。


ＦⅡナイター（前節）


9月21日（金）～23日（日）


ＦⅡナイター（後節）


10月6日（土）～8日（祝）


問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935


[image: ウィンディ君]








がんばれ湘南ベルマーレ



　J1まであと一歩。皆さんの声援で、再びJ1のステージへ導きましょう。


前売り券　自由席大人2,500円、小・中学生・高校生・シニア800円。チケットは、コンビニなどで販売します。


[image: 試合日程表]






 
[image: 外部の視点で事業を評価]



　政策シンクタンク「構想日本」のスタッフや公募市民ら10人の仕分け人・コーディネーターを迎え、8月11日に、事業仕分けを実施しました。仕分けは2つの会場で進められました。平塚市では、これまで外部有識者らによる「仕事の点検作業」をしていましたが、構想日本による事業仕分けは今回が初めてです。

　今回の事業仕分けでは「老人入浴サービス」「CATV湘南チャンネル提供番組制作」「勤労者共済会支援」の3事業が「不要」とされるなど、20事業のうち19事業を見直す結果となりました。

問：行財政改革推進課　電話：0463-21-9604





20事業を選定

　事前に、市の事業の中から20事業を選びました。


1次選定　予算が100万円以上で平成25年度以降も実施予定の事業などから、過去に「仕事の点検作業」の対象になっていないなどの要件に該当する42事業を抽出しました。


2次選定　行財政運営への効果が期待できることなどを踏まえ、42事業の中から、平塚市行政改革をすすめる懇話会委員の中から組織された事業選定委員会が、20事業に絞り込みました。




5つの区分で判定

　事業所管課による事業説明後、仕分け人が質問などをし、それぞれの事業を判定しました。

　仕分け作業の中心は、問題点を整理し論点を明確にするための、仕分け人と市の議論です。仕分け人は「市が事業を適切に評価しているか」「目的を達成するために最適な手段をとっているか」「市が支援や補助をしている事業では利用者の負担は適正か」などを質問しました。

　判定では①不要②必要性の再検討③国・県・広域での実施④要改善⑤現行どおりの5つの区分で判定されました。（次表）

　不要と判定された3事業の主な判定理由は、次のとおりです。

「老人入浴サービス」　利用可能施設が減少し、高齢者施策としては効果が薄いため。

「CATV湘南チャンネル提供番組制作」　CATV用の番組制作は見直し、インターネットなどの活用を充実させる必要があるため。

「勤労者共済会支援」　事業実績や内容に応じた補助ではなく、人件費などの固定費に対する補助になっているため。

　判定に至るまでの仕分け人と事業所管課の議論の主な内容は、市のウェブでご覧いただけます。
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会場では、仕分け人から厳しい質問が相次ぎました





[image: 仕分け事業一覧]





市民仕分け人

　「民間企業に勤めていますが、以前、国の事業に関わった際に、事業に対する視点などで官と民の違いを感じました」と語るのは、市民仕分け人の片岡利枝子さん（次写真）。「その時の経験を生かし、民の視点から発言することで、平塚市に貢献できるのでは」と、市民仕分け人の応募理由を話します。

　事業を判定する際には「公正であるか、費用に見合う効果を上げているか」を重視したとのこと。しかし「公共事業には、投資に見合わなくても、継続すべき事業があるので、そこを見極めることも大事」と指摘します。

　また片岡さんは「ほかの仕分け人から学ぶことも多く、たいへん有意義な経験でした。コーディネーターのリードで、市民仕分け人も平等に発言できました」と振り返ります。

　「判定結果を基に、日々何らかの改善を求めてほしい。民意や時代の動きを捉えて市政運営を進めてほしい」と改革に期待を寄せます。
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25年度予算案に反映

　今回の判定結果や仕分け人の意見、傍聴者アンケートなどを検証し、市としての最終的な判断をして平成25年度予算案に反映させます。
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「魅惑のドールズハウス展」




　建物や部屋を縮小し、生活空間を正確に再現したドールズハウスの世界をお楽しみいただけます。

　10月6日（土）～11月25日（日）、午前9時30分～午後5時（入場は午後4時30分まで）。美術館。月曜日休館（10月8日（祝）は開館し、9日（火）が休館）。一般700円、高校生・大学生500円など。

講演会「ドールズハウスの見どころ」

　10月7日（日）午後2時～3時30分。ミュージアムホール。150人（先着順・正午から整理券を配布）。

学芸員によるギャラリートーク

　10月13日（土）・11月4日（日）、午後2時～2時40分。要観覧券。

◆新収蔵品展

　昨年度、収蔵した60点の中から、27点を展示します。

　10月13日（土）～12月24日（休）。一般200円、高校生・大学生100円など。

問：美術館　電話：0463-35-2111





ワークショップ



　いずれも会場は、美術館です。

①ぬり絵でリフレッシュ！ アートセラピー体験

　色鉛筆で、美しい模様をぬり絵します。自然に心が穏やかになり、リフレッシュする感覚を体験しませんか。

　10月6日（土）午前10時～正午。中学生以上の方16人（抽選）。100円。

②平塚の土でつくる！ 光るどろだんご講座

　20日（土）午前10時～正午と午後2時～4時の2回。小・中学生、各20人（抽選）。1000円。

募:はがき・ファクス・メールで、講座名・開催日時・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを①は9月24日（月）②は10月4日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールの場合はタイトルを「ワークショップ応募」に。





応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、9月24日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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お知らせ


消防フェスティバル



　消防車や救急車などを間近で見られるほか、はしご車の搭乗体験などもできます。

　10月13日（土）午前10時～午後3時。雨天時は、14日（日）に延期。総合公園平塚のはらっぱ。

問：管理課　電話：0463-21-9614

[image: 市制80周年ロゴ]



大野出張所を移転



　消防署大野出張所を東豊田に移転させ、10月1日（月）から運用を開始します。

　開所式は9月25日（火）午前10時～正午。消防署大野出張所（東豊田448-3・保健センター北隣）。

問：消防総務課　電話：0463-21-9725　



畜産共進会



　乳牛・肉豚の品評会のほか、バター作り体験、牛乳（先着500パック）・園芸用堆肥（先着300袋）・花苗（先着200鉢）の無料配布などをします。また平塚・大磯の若手生産者が、地場産の野菜や花などを即売する美味花市（うまかいち）も開きます。

　9月25日（火）午前10時～午後3時。総合公園多目的広場。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



湘南ひらつか能狂言



　12月16日（日）午後2時開演。中央公民館。全席指定3000円。演目は能「七騎落（しちきおち）」、狂言「文蔵」。

　チケットは9月22日（祝）午前10時から、市民センター内の文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課などで販売します。電話予約は23日（日）午前8時30分から、同課で受け付けます。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



[image: 七騎落の一場面]



「七騎落」の一場面




夜の外出は明るい服装で



　9月21日（金）～30日（日）に、秋の全国交通安全運動を展開します。平塚駅北口では28日（金）午後3時～4時に、湘南ひらつか織り姫らがナシ（事故なし）などを配り、交通事故防止を呼び掛けます。

　昨年、市内で起きた交通事故は1633件。高齢者の事故は404件で、うち1件が死亡事故でした。特に、夕暮れ時の事故が多いので、次のことに注意してください。

　①出掛けるときは、明るく目立つ服装にしましょう②夜の外出では、反射材を身につけましょう③道路を横断するときは、必ず横断歩道を利用し、左右を確認しましょう④自転車に乗るときは、暗くなったらライトを付けましょう⑤自転車やバイクは駐輪場に止めましょう。

問：くらし安全課　電話：0463-21-9840




協働事業の発表会



　平成25年度に実施する行政提案型協働事業4件と、市民提案型協働事業3件を市民活動団体が発表します。

　10月6日（土）午後1時30分～4時。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



竹細工コンクール



　工夫を凝らした、小学生の作品を展示します。

　9月27日（木）～10月2日（火）、午前10時～午後6時30分（2日は正午まで）。市民プラザ。

問：市民プラザ　電話：0463-23-6329




駅南口エリアで4イベントを同日開催



　9月30日（日）。

①市民活動センターまつり　午前10 時～午後3時30分。市民活動センター。市民活動団体の発表や展示、バザーなど。

②村井弦斎まつり　午前10時～午後3時。村井弦斎公園（八重咲町22-5）。弦斎料理教室、児童茶道体験教室、おこと・尺八演奏など。

③みんなの消費生活展　午前10時～午後3時30分。市民活動センター。暮らしに役立つ知恵や情報の紹介。

④サンサンマルシェ　午前10時～午後2時。モトロッソ（夕陽ケ丘3-5）。朝採れ野菜や鮮魚の販売など。

問：①は市民活動センター　電話：0463-21-7517②は社会教育課　電話：0463-35-8124③は市民情報・相談課　電話：0463-20-5775④は協働推進課　電話：0463-21-7534




水道料金の支払いが便利に



　10月の検針分から、上下水道料金をクレジットカードでも支払えます。10月1日（月）から、Yahoo!公金支払いのウェブで受け付けます。詳しくは、県企業庁のウェブをご覧ください。

問：県営水道お客さまコールセンター　電話：0570-005959または平塚水道営業所　電話：0463-22-2711






秋の特設相談会


　お気軽にご相談ください。①は予約が必要です。


①公証人による相談会（遺言、離婚、金銭貸借、借地借家、任意後見など）　10月1日（月）午後1時～4時。市民相談室。9月21日（金）から予約を受け付けます。



②社会保険労務士による相談会（年金、社会保険、労務管理など）　10月9日（火）午前10時～午後4時。本庁舎1階市民ホール。



③行政相談委員・人権擁護委員による相談会（国への意見や要望、家庭・隣近所・職場での人権侵害の相談など）　10月16日（火）午後1時～4時。南附属庁舎2階E会議室。



④裁判所調停委員による相談会（遺産相続、金銭貸借、夫婦・親子問題、近隣トラブルなど）

　10月20日（土）午前9時30分～正午、午後1時～3時。市民活動センター。


問:市民情報・相談課　電話：0463-21-8764





募集


プランターで野菜作り


　10月30日（火）午前9時30分～11時30分。生きがい事業団。12人（抽選）。900円。

募：往復はがきで、講座名・必要事項・年齢を10月3日（水）までに、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ



森の収穫祭



　バームクーヘン作り（次写真）やサツマイモ掘りを楽しんでみませんか。

　10月20日（土）午前9時30分～午後2時。雨天の場合は21日（日）に延期。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生とその保護者30人（抽選）。500円、小学生は200円。


募:9月27日（木）までに、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。
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竹に生地を重ねます




須賀さんぽ



　潮風香る須賀のまちを歩きませんか。1日で須賀の魅力を体験できます。釜揚げシラスの実演販売や遊漁船の乗船体験、漁師鍋・干物の試食のほか、地元ガイドの案内で魚屋・乾物屋・和菓子屋などを巡ります。

　10月10日（水）午前9時～午後3時30分。小雨決行。平塚新港（千石河岸57周辺）集合。市内在住・在勤の方30人（先着順）。当日の天候などにより、内容を変更することがあります。

募:商業観光課　電話：0463-35-8107




再生家具を提供します



　粗大ごみの中から、再利用可能な家具を修理・提供しています。

　50個程度（抽選）。一人1点。修理費程度を負担。

募:10月1日（月）～9日（火）、午前9時～午後4時（9日は正午まで）に直接、四之宮7-3-5のリサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



市民団体との共催講座



①口腔（こうくう）ケアの大切さ

　歯槽膿漏（のうろう）や認知症の予防にも有効な口腔ケアを学びませんか。

　10月13日（土）午後1時30分～3時。博物館。80人（先着順）。

②自然災害と環境保全

　災害に対する備えや、自然再生に取り組むボランティアの活動を学びます。

　10月21日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。100人（先着順）。

募：電話・ファクス・メールで、講座名・氏名・電話番号を市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



東海大学の市民講座



①親子のリトミック教室

　リズム感やドレミの音階、音符の種類など、音楽の基礎を学びます。

　10月13日～平成25年2月23日の土曜日、全10回、午前9時～9時45分。同大学付属本田記念幼稚園（伊勢原市下糟屋111）。年少以上の子どもとその保護者15人（先着順）。1万5000円。

②大人のピアノ教室

　初心者から経験者まで、レベル別に3クラスあります。

　10月13日～平成25年3月23日の土曜日、全10回、午前9時30分・10時30分・11時30分（各1時間・レベルにより開始時間が異なります）。同大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。各10人（先着順）。2万5000円。

③子どものピアノ教室

　お子さんのレベルに応じた個人レッスンです。

　後期Aは10月13日～12月15日の土曜日、全8回。後期Ｂは平成25年1月12日～3月16日の土曜日、全8回。いずれも午前9時～午後1時のうち30分。同大学湘南キャンパス。各16人（先着順）。2万4000円。

募：東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133



里山体験ワークショップ



　ハイキングやバームクーヘン作りなどをします。

　10月13日（土）午後1時～5時30分。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）。作業に適した服装・靴・帽子で。保険証の写し・雨具。300円。

募：電話・ファクスで、必要事項・年齢を10月10日（水）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（平日、午後1時～5時）　FAX：58-4326へ。







市の職員などを募集します




市の職員


　①土木技師7人②建築技師1人③保育士1人④一般事務（障がい者対象）若干名。平成25年4月1日採用予定。

対象　①②昭和57年4月2日～平成3年4月1日生まれ③昭和62年4月2日～平成5年4月1日生まれ④昭和57年4月2日～平成7年4月1日生まれの方。資格などの詳細は、募集案内や市のウェブをご覧ください。

試験　11 月4日（日）午前9時30分から。

募：郵送または直接、本庁舎3階の職員課　電話：0463-21-8762や各公民館などにある受験申込書を、10月9日（火）～15日（月）、午前9時～午後5時に同課へ。




市民病院の職員


　①薬剤師②診療放射線技師③臨床検査技師④作業療法士⑤臨床工学技士⑥嘱託栄養士⑦嘱託視能訓練士。

募集人員　①若干名②～⑦各1人。

　①～⑤は平成25年4月1日採用予定⑥⑦は随時採用。応募方法などの詳細は、同病院のウェブをご覧ください。

募：病院総務課　電話：0463-32-0015
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NO.12　備蓄品や屋外倉庫を



避難所の整備

　避難所の防災備蓄倉庫には、発電機や投光器、ろ水機、救出用具、災害用トイレ、簡易間仕切りなどを備蓄しています。今年度は、簡単に組み立てられ、プライバシーに配慮したプライベートルームの導入や、屋外防災倉庫が未設置の避難所に倉庫を設置するなど整備を進めています。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734






[image: 元気発見！！！]


　平塚市を本拠地としているマルユウベースボールクラブ湘南が、クラブチームの甲子園とも呼ばれる「第37回全日本クラブ野球選手権大会」に初出場しました。

　真剣に硬式野球がしたいというメンバーによって9年前に結成された同クラブ。大会出場の要因を三橋望監督（前列右から2番目）は「昨年から守備に重点を置き1点を大事にする野球をやってきた。今年から飛びにくい低反発球に変わったことが結果的にチームのスタイルを生かせることにつながった」と語ります。

　9月8日に西武ドームで行われた初戦では、北海道代表のWEEDしらおいと対戦し、1対2で惜敗。

　「少なからず緊張があり、普段の5割しか力を発揮できなかった。目標としていた大会がすばらしいところだと実感できたので、来年もここで試合をして今度は勝利を収められるように成長していきます」と、三橋監督は力強く話してくれました。
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大会前に市長を表敬訪問するメンバー




スポーツ


首都大学野球リーグ


　10月7日（日）午前10時30分、東海-日体。午後1時、帝京-筑波。

　8日（祝）午前10時30分、筑波-帝京。午後1時、日体-東海。

　平塚球場。当日券を同球場で販売。大人1000円など。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



ドッジビー教室


　フライングディスクを使って遊ぶドッジボール「ドッジビー」で一緒に遊びませんか。

　10月20日・27日の土曜日、全2回、午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・体育館履き・タオル・飲み物。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、10月11日（木）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



女性バレーボール大会


　10月18日（木）午前9時30分開会。ひらつかアリーナ。市内在住の30歳以上の女性。チームでの応募は7人以上12人以内。個人での応募もできます。

募：郵送・ファクス・メールまたは直接、〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@にある申込用紙を、10月4日（木）までに同課へ。



ひらつかアリーナの開放日


　10月15日（月）午前9時～午後5時。卓球・バドミントン・ソフトテニス・バレーボールなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：ひらつかアリーナ管理事務所　電話：0463-25-0011




地区レクに参加しよう


　市民体育レクリエーション地区大会を9月・10月の日曜日に、26会場で開催します。詳しくは、各地区の公民館だよりなどでご確認ください。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111




健康と福祉


障がい者手当などを引き下げ


　10月から、特別障がい者手当・障がい児福祉手当・経過的福祉手当が、月額80円～160円引き下げられます。11月の振込額から変わります。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



高齢者の食生活改善料理教室


　午前10時～午後1時。市内在住の65歳以上の方、各20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。300円。

　会場は次の各公民館。①10月4日（木）、神田（田村3-12-5）②4日（木）、南原（南原2-15-1）③5日（金）、中原（御殿2-17-38）④9日（火）、吉沢（上吉沢395）⑤11日（木）、花水（桃浜町34-34）⑥12日（金）、四之宮（四之宮3-20-26）。

募：①は神田　電話：0463-55-0239②は南原　電話：0463-33-9800③は中原　電話：0463-32-7372④は吉沢　電話：0463-58-0880⑤は花水　電話：0463-31-3824⑥は四之宮　電話：0463-55-0655の各公民館へ。



健康ウオーキング


　七国峠や愛宕神社など、秋の里山を歩きます。

　10月16日（火）午前9時30分～午後0時30分。当日午前7時ごろのＮＨＫの天気予報で、横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は17 日（水）に延期。17日も50パーセント以上の場合は中止。7キロ。神奈川大学湘南ひらつかキャンパス（土屋2946）正門集合・解散。飲み物・タオル・帽子・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



統合失調症家族教室


　10月5日・19日・11月2日の金曜日、全3回、午後2時～4時。平塚保健福祉事務所（豊原町6-21）。統合失調症と診断され、現在治療中の方の家族。精神科医の講話など。

募：平塚保健福祉事務所　電話：0463-32-0130



3Ｂ体操


　体力の維持向上を目指し、音楽に合わせてストレッチをします。ボールと8の字型をしたクッション性のあるベル、輪をつなげてベルト状にしたベルターを使います。

　9月29日（土）午後1時30分～3時。西部福祉会館（公所868）。市内在住の60歳以上の方20人（先着順）。運動靴。タオル・飲み物。500円。

募：電話または直接、午前9時～午後4時に、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。



障がい者就職面接会


　10月3日（水）午後1時～4時。秦野市総合体育館（秦野市平沢101-1）。障がい者手帳とそのコピー・履歴書（複数枚）。

募：9月24日（月）までに、平塚公共職業安定所　電話：0463-24-8609へ。



目の健康に気をつけよう


　10月10日の「目の愛護デー」にちなんだイベントです。

　9月30日（日）。平塚プレジール（八重咲町3-8JAビル5階）。①健康講座「糖尿病網膜症について」。午後1時～2時②眼科医による健康相談。午後2時～4時。

問：平塚市医師会　電話：0463-52-0355




障害者虐待防止法が10月から施行されます


　児童虐待・高齢者虐待と同じように、障がい者に対する虐待を発見した人は、行政機関などに通報することが義務付けられました。

　家庭・施設・勤務先などで、障がい者虐待で悩んでいる方、障がい者虐待と思われることを見たり聞いたりした方は、次の窓口までご連絡ください。

問：平日の午前8時30分～午後5時は、障がい福祉課　電話：0463-21-8774　FAX：35-5770へ。

　上記以外の時間は、市役所守衛室　電話：0463-23-1111　FAX：23-9467へ。担当課から折り返し連絡します。

　なお生命の危険など緊急性が高い場合は、警察（110番）または救急（119番）へ連絡してください。
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「恵み」



　収穫前の稲穂を撮影しました。今年もたくさん実った稲穂は、まだまだ大きく成長していきます。自然の恵みに感謝したいものです。（8月下旬、土屋橋の近くで撮影）


東海大学3年　写真部


桑鶴 旭生(あきお)さん（21）
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[image: 10月育児教室コーナー]

　参加する際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。詳しくは、市のウェブをご覧ください。


問：健康課　電話：0463-55-2111



◆育児相談


　3日・10日・17日の水曜日、午前9時30分～10時30分。身体計測や生活・食事・母乳・歯の衛生など、育児に関する相談ができます。




◆乳児の個別健康診査


　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、保健センターで配っています。　




◆歯科健康診査（予約制）


　10日（水）午後1時～2時30分。25日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。　





◆子育て教室（予約制）


　お子さんと一緒に学べる体験教室です。


★歯っぴい　はみがき教室　9日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。歯の手入れ方法を学べます。


★すくすく子育て教室　17日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。赤ちゃんの病気と育児の話、赤ちゃん体操など。赤ちゃんに読み聞かせなどをして絵本をプレゼントする、ブックスタートも開催します。





◆母親父親教室



★お産の進み方と産後の過ごし方など　15日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。祖父母教室も開催します。


★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　29日（月）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。





◆離乳食教室（予約制）


　離乳食の進め方など、赤ちゃんの成長に合わせたコースです。


★5～6カ月児　30日（火）午後1時30分～2時40分。


★7～8カ月児　23日（火）午後1時30分～3時。


★9カ月児～1歳6カ月　12日（金）午前10時30分～11時30分。








お知らせ掲示板



[image: ]湘南市民美術展

　10月2日（火）～8日（祝）、午前9時30分～午後4時50分。（2日は午後1時から、8日は午後4時まで）。美術館。

問：湘南市民美術会の穐本(あきもと)　電話：0463-32-7837




[image: ]日本画と陶芸展

　10月9日（火）～14日（日）、午前11時～午後6時（9日は午後2時から、14 日は午後3時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）。

問：浮田　電話：0463-54-7298




[image: ]音楽のつどい

　9月29日（土）午後1時～4時。美術館。ピアノの発表会。

問：平塚おとなのピアノサークルの角川（つのかわ）　電話：0463-54-6723




[image: ]太極拳フェスティバル

　9月29日（土）午前10時～午後4時。総合体育館。太極拳の表演など。

問：平塚市太極拳協会の新藤　電話：0463-55-8540



利用方法


　掲載は、発表会や展示会などで、事前に応募する必要がないものに限ります。

　応募期間は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日の午後5時。掲載対象は、市内で活動する個人または団体（申込者または申込団体の代表者が市内在住の方に限る）。

募：郵送・ファクスまたは直接、本庁舎3階の広報・情報政策課　電話：0463-21-8761や市のウェブなどにある申込書を同課へ。




広報ひらつかについて


多くの方に読んでいただくために、広報ひらつかは全戸配付しています。次号発行日は10月5日（金）です。


広報ひらつかについてのお問い合わせ

平塚市企画部広報・情報政策課

〒254-8686　平塚市浅間町9-1

電話：0463-21-8761

FAX：0463-21-9613




広報ひらつかが届かない場合


お問い合わせは、

（株）カナオリ

電話：0120-280339

（受け付け：平日月～金曜日午前9時30分～午後5時）へ






電子書籍版広報ひらつかのダウンロードページ

平